
 

 

こころが『場』を生み出すのか 『場』が

こころを呼び出すのか  

ゲーム依存症という症状を WHO が認め、日本でも

治療をされている方もいらっしゃいます。コロナ禍

で生身の人と会う機会が減った分、オンライン上で

のゲームなどに時間を割いている人たちも増えてい

ます。 

数年前から、カウンセリングの中で『ゲーム内恋

愛』のお話しをよく耳にします。あるゲームのなか

のイベントで、自分の操作するキャラクターを使っ

て、相手のキャラクターと結婚式を挙げ、披露宴を

行い、ゲーム内で仲良くなった人たちの操るキャラ

クターを集めてお祝いをするという姿の画像を見せ

ながら嬉しそうに語ってくれる人たちがいます。ゲ

ーム内の綺麗な花嫁さんが、実際には中年男性に操

作されていることもあります。年齢、性別だけでな

く、国籍、人格、あらゆる個性は現実と異なってい

る可能性があります。現実の自分から離れて理想の

自分になれることを幸せだと思う人も居れば、そん

な人をみて「騙された」とショックを受けたり、怒

り出す人もいます。 

仕事のスキルを上げるトレーニングにロールプレ

イと呼ばれる手法があります。経験されたことがあ

るかもしれませんが、カウンセラーの育成に古くか

ら使われてきた方法です。カウンセラー役とクライ

エント（相談者）役に分かれて、役を演じます。相

手がクライエントになりきることで、初心者のカウ

ンセラーもそれらしく相談に乗れているような気に

なれます。 

ゲームの世界にもロールプレイングゲームという

ジャンルがあります。有名なところでドラゴンクエ

ストというゲームがあります。自分が勇者になりき

って魔王を倒しに行くという設定は、世界中で数え 

 

 

きれないほどの作品を今でも生み出し続けています。 

ロールプレイングゲームには、独りでコツコツ進

めるものもありますが、最近は、先ほどの結婚式の

話題に出したゲームのように、オンラインでつなが

り同時に沢山の人たちとプレイするものが人気のよ

うです。キャラクターの外見や能力、特性、職業、

性格、性別などなど、思い思いの人物になりきるこ

とができます。人間以外のキャラクターになりきる

人も少なくありません。 

普段、教室ではしかめっ面で周囲を寄せ付けない

女子高生が、ゲーム内では、みんなの世話役の男の

人として、信頼も厚く、相談者が後を絶たなかった

りします。毎日、職場で上司から罵られて転職を考

えている二十代半ばの男性は、いつも、みんなを励

まし癒してくれる妖精さんとして、ゲーム内の初心

者たちを導いています。退屈な日々にちょっとした

刺激がほしかったり、変われない現実の自分を仮想

空間で思い切り変えることに興奮を覚えたり、友人

に誘われて何気なく始めたゲームで、運命の出会い

を感じた相手にのめり込み、気が付くと現実世界で

ストーカー行為をしてしまったり…。 

ゲーム依存症と呼べるかどうかギリギリの人から、

完全に現実の社会生活が破綻してしまっている人ま

で、幸も不幸も混ざり合っている仮想空間が実際に

存在しています。私のところにいらっしゃる方々は、

依存症の治療というよりは、ゲームの世界内で起こ

る人間関係のトラブルのご相談が多いように思いま

す。恋愛、失恋、嫉妬、執着、いじめなど、通常の

社会で起こりうることはたいていゲーム内でも人々

を悩ませています。 「成りたい理想の自分で居たい」

「恋愛を成就させたい」「人気者になりたい」「気に



 

 

入らない人を排除したい」それらの思いは、現実の

社会では、そのまま出すことが憚られても、仮想空

間だとタガが外れてしまうのか、役に没頭している

のか、やり過ぎてしまっていることに気が付けない

人がいます。 

心理学の実験でも、看守役と囚人役にわけられて、

それぞれの役割を演じるというものがあったそうで

すが、初対面の者同士でも役に飲まれてしまい、次

第に過激になっていったと言います。 

先日、そういったロールプレイングゲームの運営

をされている方から聞いたお話しですが、ゲーム内

で敵対した相手をプレイが終わっても許せずに訴訟

にまで持ち込まれた人や、ゲーム内での生活が幸せ

過ぎてプレイ後も役を抜け出せず日常生活に戻れず

にいる人へのケアが必要なことなどもあるようです。 

実は、カウンセリングという『場』でも、感情移

入をし過ぎてしまわれる方も居られます。互いの私

生活ではご縁の無いもの同士が『場』を与えられて、

向いあい、『こころ』という仮想空間を共有し、深め

合う作業とするならば。カウンセリングはとゲーム

とは似ていると言えます。 

親や、恋人、親友よりも親身になって自分を受け

止めてもらえたと感じたクライエントさんは、カウ

ンセラーのことを特別な存在と感じたり、神のよう

に完璧な存在と思ったりしてしまうことがあります。

実生活ではかかわりのない相手だから何を話しても

利害がないことや、実際のクライエントさんの社会

での様子を知らないカウンセラーが、その人の話を

信じるしかないという事実も、カウンセリングとい

う特殊な『場』では現実味を薄れさせてしまいます。

そのように非現実的な『場』として偏ってしまうこ

とから、クライエントさんもカウンセラー自身も守

られるための枠組みが、「予約制」であったり、「料

金設定」であったりします。「契約書」や「誓約書」

などさらに細かい枠組みを作られる『場』もあるよ

うですが、それは扱っている問題の差なのかもしれ

ません。 

私の経験上、また、いろいろな研究者たちの理論

上、クライエントさんの感情がそのように、嬉しく

なったり、苦しくなったりするような『場』である

こと、また、カウンセラー自身も、感情が自然に動

き、クライエントさんと一緒にその『場』を体験で

きているかどうかがカウンセリングの効果に大きく

影響を与えることがわかっています。 

人間の『こころ』は、どこに居ても、他者を求め、

傷つき、失い、それを他者に癒され、救われて、自

身も他者を傷つけ、奪い、救い、癒そうとして、日々、

あがいてしまいます。 

そうして、我々人間は、山を切り開き、海を渡り、

空を飛び、宇宙にも進出し、更には電子的仮想空間

まで作り出して、その中にも『こころ』を働かせず

にはいられないようです。私はできる限りおつきあ

いしようと思い始めたところです。
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